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問
　
川
崎
競
馬
組
合
は
、
何
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
れ
ば
移
転
し
た
の

か
を
再
確
認
す
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
必
要
な
敷
地

面
積
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、

馬
が
走
る
ト
ラ
ッ
ク
が
も
う
少

し
広
く
、
あ
る
い
は
直
線
の
坂

路
が
も
う
少
し
長
く
な
い
と
強

い
馬
を
育
成
で
き
な
い
と
い
う

話
が
あ
り
、
敷
地
面
積
の
拡
大

に
は
限
度
が
あ
る
と
判
断
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の 

利

活

用

問
　
座
間
市
は
出
席
連
絡
や
各

種
申
請
、
通
報
な
ど
全
て
を
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
完
結
さ
せ
て
い

る
。
例
え
ば
、
住
民
票
の
申
請

神
奈
川
大
学
湘
南
ひ
ら 

つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地 

と
川
崎
競
馬
組
合
撤
退

問
　
神
奈
川
県
川
崎
競
馬
組
合

か
ら
、
突
然
撤
退
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。
本
市
も
非
常
に

困
っ
て
い
る
状
況
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
市
や
地
区
の

人
た
ち
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、

大
変
遺
憾
で
あ
る
。
撤
退
を
撤

回
し
て
欲
し
い
と
の
市
か
ら
の

要
望
に
対
し
て
も
、
再
考
し
な

い
と
い
う
反
応
で
あ
っ
た
。
県

に
対
し
て
は
、
今
後
の
西
部
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
協
力
を

お
願
い
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
本
事
業
は
整
備
費
約
17
億

６
千
４
０
０
万
円
、
市
負
担
は

約
84
％
で
あ
る
。
来
園
者
数

は
、
に
ぎ
わ
い
や
運
営
、
安
全

管
理
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
重

要
な
デ
ー
タ
だ
が
、
最
新
の
来

園
者
数
と
計
測
方
法
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
開
園
か
ら
約

１
か
月
間
の
来
園
者
数
は
、
約

11
万
人
で
あ
る
。
計
測
方
法
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
か
ら

報
告
を
受
け
て
い
る
。

問
　
計
測
方
法
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
、
11
万
人
も
疑
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
詳
細
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
指
定
管
理
者

か
ら
は
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
平
日
と
土
日
、
祝
日
で
来

園
者
数
に
ど
の
程
度
の
差
が
あ

る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
11
月
の
土

日
、
祝
日
が
約
４
千
６
０
０

人
、
平
日
は
約
２
千
８
０
０
人

で
あ
る
。

問
　
開
園
直
後
と
直
近
の
週
末

で
の
来
園
者
数
の
差
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
11
月
の
月
初

め
は
約
５
千
６
０
０
人
、
月
末

は
約
３
千
７
０
０
人
で
あ
る
。

問
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
売
店
区

画
と
マ
ル
シ
ェ
棟
２
区
画
の
未

入
居
の
経
緯
と
理
由
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
応
募
状
況
や

未
入
居
の
理
由
に
つ
い
て
、
詳

細
な
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

問
　
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
解
消
に

向
け
た
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
主
な
役
割
は

事
業
者
に
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
市
と
し
て
協
力
し
て
い
き

た
い
。

問
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
の
売
店

区
画
が
未
入
居
と
な
り
、
写
真

展
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
賃
料
は
発
生
し
た
の
か
伺

う
。

都
市
整
備
部
長
　
支
払
い
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
　
無
償
の
根
拠
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
写
真
展
は
認

定
計
画
提
出
者
と
協
議
し
、
公

園
利
用
者
の
利
益
に
供
す
る
と

し
て
一
時
的
に
活
用
し
た
。

問
　
本
来
得
ら
れ
る
は
ず
の
事

業
者
の
収
入
が
失
わ
れ
、
管
理

に
つ
い
て
は
、
郵
送
代
を
含

め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
支
払

い
、
自
宅
に
郵
送
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
。
本
市
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
も
そ
う
す
べ
き
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
本

市
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た

住
民
票
の
請
求
な
ど
の
取
り
組

み
は
行
っ
て
い
る
。
利
用
す
る

シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
他
市
の
導
入
状
況
や
費
用

対
効
果
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
取
り
巻

く
技
術
動
向
な
ど
を
鑑
み
な
が

ら
、
実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

指
定
ご
み
袋
に
よ
る
有 

料
化
の
検
討
に
つ
い
て

問
　
現
在
進
め
て
い
る
戸
別
収

集
へ
の
移
行
と
、
ご
み
袋
の
有

許
可
契
約
と
し
て
不
公
平
な
扱

い
に
な
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
認
定
計
画
提

出
者
と
協
議
し
、
一
時
的
に
無

償
で
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

湘
南
海
岸
公
園
駐
車
場 

の
危
険
性
に
つ
い
て

問
　
駐
車
場
の
待
機
列
に
よ
る

接
触
事
故
を
私
自
身
が
目
撃
し

て
い
る
。
危
険
な
状
況
が
常
態

化
し
て
い
る
が
、
市
の
認
識
を

伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
湘
南
海
岸
公

園
は
駐
車
場
が
無
料
で
あ
る
た

め
、
土
日
は
満
車
状
態
と
な

り
、
車
列
が
で
き
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

ひ
ら
つ
か
シ
ー
テ
ラ
ス
の
整
備

の
効
果
や
影
響
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
　
危
険
な
状
況
を
い
つ
ま
で

看
過
す
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
適
切
な
施
設

配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

産
後
ケ
ア
の
見
直
し
を

問
　
本
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
の

宿
泊
型
は
、
自
己
負
担
額
が
１

日
９
千
円
と
近
隣
市
町
で
最
も

高
く
、
対
象
も
生
後
４
か
月
未

よ
り
市
民
に
寄
り
添
っ
た

市
政
運
営
を

元
島 

し
ん 

議
員

しらさぎ・無所属クラブ
所 属 議 員

はた 文昭 議員 江口 ともこ 議員

満
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
見

直
す
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
利
用
者

の
意
見
や
先
進
市
の
事
例
を
調

査
・
研
究
し
、
よ
り
よ
い
事
業

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
対
象
者

は
限
ら
れ
て
お
り
、
負
担
軽
減

や
対
象
期
間
の
拡
大
は
着
手
し

や
す
い
と
思
う
が
、
据
え
置
い

て
き
た
理
由
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
制
度
開

始
時
に
、
他
市
の
事
例
や
事
業

者
の
受
け
入
れ
状
況
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
設
定
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

ひ
ら
つ
か
シ
ー
テ
ラ
ス

課
題
を
問
う

渡
部 

り
ょ
う 

議
員

　会議の質問と答弁の様子は、インター
ネットで生中継と録画中継を行っていま
す。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方
は、市議会ホームページからアクセスし
てください。議員、会派、ことばなどを
検索して映像を選べます。
　録画中継は発言日のおおむね１週間後
から、会議録をホーム
ページに掲載するまでの
間、ご覧いただけます。

インターネット中継

■自動車関係諸税等の抜本的見直しを求める意見書
　日本は人口減少・超少子高齢化社会を迎えてい
るが、地方には自動車がなくては生活ができない
地域も多く広がる。また高齢者が身体的な衰えを
自覚しながらも、生活において自動車に頼らざる
を得ない状況も生じている。 
　地方自治体においては、モビリティを通じ「誰
もが自由で安全な移動を享受できる社会」に向け
た、まちづくりが求められている。同時にこうし
たまちづくりが、地方経済の活性化・地方創生の
一助となり、また、安定した物流、自由な移動を
通じた日本経済の活性化にもつながる。 
　しかし現在、自動車には取得・保有・走行の各
段階において、複雑かつ過重な税負担が課せられ
ている。また、一般財源化により課税根拠が失わ
れている税の存続や消費税との二重課税など、
様々な問題が指摘される中、事業や生活に自動車
がかかせない地方の自動車ユーザーにとって大き
な負担となっている。 
　よって、国においては、地方経済並びに地方財
政に影響を与えることのないよう必要な措置を講じ
ることを前提とし、自動車ユーザーの負担軽減を図
るべく、令和８年度税制改正において自動車関係
諸税等の抜本的な見直しを講じるよう強く求める。

　議員から、次の意見書が
提案され、全員異議なく可
決しました。ホームページ
にも掲載しています。

し た可 決

意見書

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反映
させる方法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管の
常任委員会などへ付託して審査します。その後、
委員会審査の結果を本会議へ報告し、議会として
の採択、不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格のものですが、
紹介議員を必要とせず、
提出後は議会運営委員会
でその取り扱いについて
協議します。

請願・陳情を市議会へ

平塚市で拡大が進む戸別収集

座間市民の８割が登録している公式LINE

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

料
化
は
関
係
性
が
あ
る
の
か
、

戸
別
収
集
に
よ
る
費
用
の
増
加

に
よ
り
、
ご
み
袋
を
有
料
化
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

環
境
部
長
　
現
在
、
戸
別
収
集

を
進
め
て
お
り
、
令
和
９
年
度

中
に
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
考

え
で
あ
る
。
戸
別
収
集
の
移
行

に
よ
る
、
ご
み
袋
有
料
化
の
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
休
館
と

な
る
中
央
公
民
館
の
代
替
施
設

　

市
役
所
内
の
業
務
改
善
ツ
ー

ル


